
下
総
町
の
誕
生
と
発
展

　
関
東
地
方
で
唯
一
、
自
治
体
名
に
奈

良
時
代
の
旧
国
名
が
付
く
「
下
総
町
」

は
、
昭
和
30
年
2
月
に
滑な
め

河が
わ

町
・
高
岡

村
・
小こ
み
か
ど

御
門
村
の
3
町
村
が
合
併
し

て
誕
生
し
ま
し
た
。
当
時
の
人
口
8
、

1
0
9
人
で
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。

　
初
代
町
長
と
な
っ
た
岩
立
源
一
郎
氏

は
、
限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
、
役
場
庁

舎
の
建
設
、
産
業
道
路
の
開
発
、
下
総

中
学
校
の
開
校
、
診
療
所
・
公
民
館
・

町
営
住
宅
な
ど
の
設
置
を
責
務
に
掲
げ

ま
し
た
。
昭
和
31
年
に
新
庁
舎
が
完
成
、

昭
和
33
年
に
下
総
中
学
校
が
完
成
す
る

な
ど
、
新
し
い
町
の
基
盤
が
整
備
さ
れ

て
い
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
単
独
で
は
容
易
に
実
現
で
き

な
い
施
設
の
設
置
や
事
業
を
周
辺
市
町

と
共
同
で
行
う
た
め
、
昭
和
40
年
8
月
、

佐
原
市（
現
香
取
市
）、
大
栄
町（
現
成

田
市
）、
神
崎
町
な
ど
と
北
総
西
部
広

域
行
政
連
絡
協
議
会
を
結
成
し
ま
し
た
。

昭
和
44
年
に
は
6
市
町
が
協
力
し
て
広

域
消
防
組
合
が
設
置
さ
れ
、
翌
45
年
4

月
に
西
分
遣
所
が
開
所
し
ま
し
た
。

　
昭
和
41
年
に
成
田
国
際
空
港
の
建
設

が
決
ま
る
と
、
下
総
町
で
も
さ
ま
ざ
ま

な
事
業
に
着
手
し
ま
し
た
。
道
路
の
改

修
工
事
の
ほ
か
、
滑
河
小
学
校
を
は
じ

め
と
す
る
、
町
内
全
て
の
小
中
学
校
を

防
音
校
舎
に
建
て
替
え
ま
し
た
。

利
根
川
と
常
総
船
橋

　
下
総
町
は
、
江
戸
時
代
か
ら
利
根
川

の
水
運
に
支
え
ら
れ
栄
え
た
地
域
で
し

た
。
対
岸
と
の
行
き
来
に
は
も
っ
ぱ
ら

渡
し
船
が
利
用
さ
れ
、
多
く
の
渡と
せ
ん
ば

船
場

が
あ
り
ま
し
た
。

　
昭
和
42
年
12
月
、
滑
川
渡
船
場
に
、

鉄
製
の
船
20
隻
を
連
ね
た
上
に
鉄
板
な

ど
を
渡
し
て
橋
に
し
た
「
常
総
船
橋
」

が
開
通
し
ま
し
た
。

　
こ
の
橋
は
、
延
長
2
6
3
メ
ー
ト
ル
、

幅
4
メ
ー
ト
ル
。
徒
歩
は
無
料
で
す

が
、
自
転
車
は
10
円
、
普
通
乗
用
車
は

1
2
0
円
の
通
行
料
金
が
掛
か
り
ま
し

た
。

　
ま
た
、
毎
年
6
月
15
日
か
ら
10
月
15

日
ま
で
の
増
水
期
に
は
取
り
外
さ
れ
、

代
わ
り
に
渡
し
船
が
運
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
54
年
の
常
総
大
橋
の
開
通
と
と

も
に
、
常
総
船
橋
と
渡
し
船
は
全
て
廃

止
さ
れ
、
姿
を
消
し
ま
し
た
。

シ
リ
ー
ズ
成
田
市
60
年
⑧

下
総
町
の
歩
み

下総町役場が完成（昭和31年）

空から見た現在の下総地区

平
成
18
年
3
月
27
日
に
成
田
市
と
合
併
し
た
下
総
町（
現
成
田
市

下
総
地
区
）は
、
利
根
川
に
育
ま
れ
た
豊
か
な
水
田
と
自
然
に
恵

ま
れ
た
地
域
で
す
。
今
回
は
下
総
町
の
歴
史
を
紹
介
し
ま
す
。
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質
の
高
いレ
ン
コ
ン
の
産
地
に

　
下
総
町
は
昔
か
ら
早は

や
ば
ま
い
場
米
の
産
地
と

し
て
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
国
の
減

反
政
策
が
き
っ
か
け
で
昭
和
62
年
、
野

馬
込
地
区
の
4
戸
の
農
家
で
レ
ン
コ
ン

栽
培
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
利
根
川
を
挟
ん
だ
向
こ
う
岸
は
、
全

国
一
の
レ
ン
コ
ン
生
産
量
を
誇
る
茨
城

県
。
栽
培
に
向
か
な
い
強
酸
性
の
土
壌

な
ど
不
利
な
条
件
を
乗
り
越
え
、
独
自

の
土
壌
改
良
と
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
で
、
色

が
白
く
、
栄
養
価
が
高
い
レ
ン
コ
ン
の

栽
培
に
成
功
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
栽
培
方
法
を
組
み
合
わ
せ

る
こ
と
で
、
年
間
を
通
し
て
出
荷
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
市
場
を
意
識
し
た
販

売
戦
略
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
平
成
12
年
に
は
日

船の上に板を
渡した「船橋」

ニュージーランドからの親善大使と交流
常総大橋が完成
（昭和54年）

利根川を渡し船で横断
（昭和30年頃）

国の重要文化財

国の重要文化財である仁王門

　滑河観音の名で親しまれている龍正院
は、平安時代初期の承和5（838）年の創
建と伝えられています。重要な文化財が
多く残されており、中でも室町時代文亀
年間（1501〜1504）に再建された仁王門
は、桃山期の建築様式として国の重要文
化財に指定されています。

本
農
業
賞
大
賞（
集
団
組
織
の
部
）を
受

賞
す
る
ま
で
に
。
町
の
特
産
品
と
し
て

ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
し
ま
し
た
。

 

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
交
流
で

人
材
育
成

　
平
成
3
年
、「
ふ
る
さ
と
創
生
」
事

業
の
一
環
と
し
て
、
国
際
感
覚
豊
か
な

人
材
を
育
成
し
よ
う
と
中
学
生
海
外
派

遣
事
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
カ
ナ
ダ
や
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
な
ど

で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
が
実
施
さ
れ
、
平

成
7
年
に
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・

フ
ォ
ク
ス
ト
ン
と
姉
妹
都
市
の
協
定
が

結
ば
れ
ま
し
た
。

　
同
市
と
は
合
併
後
も
、
友
好
都
市
の

一
つ
と
し
て
、
青
少
年
の
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
交
流
な
ど
を
通
し
て
、
親
善
を
深
め

て
い
ま
す
。

「下総町の歩み」
Narita Chronicle

昭和30年2月 滑河町・高岡村・小御門村が
合併して下総町が誕生

昭和31年3月 役場新庁舎が完成
昭和33年3月 下総中学校校舎が完成
昭和49年6月 町章が制定
昭和50年4月 町共同利用施設が完成
昭和54年2月 常総大橋が開通
昭和60年1月 保健センターが完成
平成4年 5月 町民バス「もくせい」運行開始
平成5年 3月 「下総町民憲章」が制定される

平成7年 1月 ニュージーランド・フォクストンと
姉妹都市を締結

平成8年 5月 フレンドリーパーク下総オープン
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